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い て は 、 ｢ 日 本 バ イ オ 炭 普 及 会 ｣ の ホ ー ム ペ ー ジ
(http://www.biochar.jp/)を参考にした。 











































































































































































































































中心市街地でソバづくり 2010  













































































■第 25 回 定例研究会 








当：鈴木 rsuzuki@cseas.kyoto-u.ac.jp）までご連絡ください。  
実際、今年、POPIの活動するハオールでは、BR-29
という晩生の稲の品種が農地の約 75％で栽培され





















































































の 2 が水没する。地面の円盤状は牛糞と藁を乾燥させた燃料。 
写真 2：村から見える農地。壊れた防波壁の間から、田植えの終わった
水田が遠望される。1 月中ごろ田植えを行い 5 月はじめに収穫する。 
